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In managing product development, the relationship between industrial design and engineering 
design is a very critical issue. This article is based on an interview with in-house designer who 
contributed to a development of a cell phone, and shows a case about the design development.  And 
our exploratory research proposes that an importance of integration of industrial design with 






















































こと（Utterback, Vedin, Alvarez, Ekman, Sanderson, Tether and Verganti, 2006）、およびその形態を
指す。これは、意匠制度でいう応用美術に相当する 5 。一方、機能設計は、文字通りに製品の機能を設
計（デザイン）することをいう。なお、本稿では優れた形態については基本的に “ 工業デザイン ” と記
述しているが、文脈や慣習に沿って “ 工業 ” を省くことがある。
今日の工業デザインの重要性を踏まえると、製品開発プロセスにおける工業デザイン開発マネジメン




































（Utterback, et al., 2006）。
実際のところ、製品開発プロセスの最終段階に工業デザインを位置づけることがしばしばあるが、こ













































売されたフィーチャーフォンの開発事例を取り上げる。事例研究にあたって、A 社で端末 B のハード
ウエアデザインを担当したデザイナーの X 氏に対して、2008年 5 月に京都で、10月と11月に東京でそ
れぞれ 3 時間ほどのインタビュー調査を行った。また、補足的に端末 B に関する雑誌記事や Web
ニュースなどの 2 次データを参照した。本稿では、A 社のメーカー名を特定しない形で記述している
ため、A 社が特定される 2 次データの出典の記述も控えている点を、あらかじめ了承願いたい。
3 − 2 ．端末 Bの特徴と開発の背景
A 社は国内の大手携帯電話端末メーカーであった。1990年代後半以降、A 社は NTT ドコモの mova
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（ムーバ：第 2 世代携帯電話技術の一つである PDC 方式を示す NTT ドコモの技術ブランド）の市場で
は長らくトップシェアを占めていたが、2001年にサービスが開始された FOMA（フォーマ：第 3 世代
携帯電話）においては競合メーカーの後塵を拝していた。端末 B は、A 社が開発し2004年の秋に発売
した NTT ドコモ向け第 3 世代携帯電話である。









に関する要求を、端末 B のように NTT ドコモがキャリアである場合 “ ドコモ要件 ” と呼ぶ。つまり、
各社の独自仕様による差異化は、共通仕様を満たした上のことであり、容易なものではなかった。さら
に、FOMA の端末開発には莫大な費用がかかったため、A 社は端末 B の開発から競合メーカーとプラッ
トフォームの共同開発を進めていたことも、他社との機能差が生じなかった理由として考えられる 8 。
こうした条件にもかかわらず、結果的に、端末 B は年間売上台数シェアで第 2 位につけるヒットモ




3 − 3 ．端末 Bの外装デザイン開発
以下では、端末 B の外装デザイン開発について述べる。機能による製品差異化がドコモ要件によっ
て限定される中で、外装の工業デザインは差異化の重要な要素であった。A 社では、端末 B 以前の
FOMA 端末には流線型を採用していた。FOMA の特徴は TV 電話と非通話高速通信であり、流線型の
工業デザインは、スポーツカーのイメージによって高速通信を連想させることを意図していた。






そこで、新たに開発がスタートした端末 B の工業デザイン担当となったのが、インハウス ･ デザイ
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さらにこのカスタマイズをより利用者にとって切実なものにするために（X 氏の言葉によれば “ 着せ
替えを儀式化する ” ために）、X 氏は液晶画面のデザイン（メニュー画面／待ち受け画面のコンテンツ・
GUI）との連動を図った。そのために取った方法が、携帯カメラによる QR コードの読み取り機能の搭



























































































































るといわれる（Utterback, et al., 2006）。こうした部門間の葛藤は問題である一方で、各部門が緊張関
係の中で切磋琢磨しながら製品開発を統合する過程からは、より効果的なイノベーションがもたらされ






1 ．本稿は著者らのワーキングペーパー（神吉直人・長内厚 ,（2008）「競争優位の源泉としての工業デザイン− A 社
の携帯電話端末の外装デザイン開発事例−」『神戸大学経済経営研究所 Discussion Paper Series』No. J94. ）を大
幅に改稿し、論文として示すものである。
2 ．工業デザイン重視の風潮は大人だけでなく子供にまで広がっている。バンダイネットワークスとネットマイルに
よって2008年 2 月26日に行われた約1,000人の小中学生を対象としたアンケートによると、小中学生の 3 割が自分
専用の携帯電話を所有していた。ここで携帯を買うとき、買い替えるときに気にする点について聞いたところ、
「見た目のデザイン」という回答が最多で80.7％。これに「通話料（プラン）」が49.6％、「操作のしやすさ（簡単さ）」












4 ．広義のデザインに関しても、多様な定義がなされている。Walsh（1996）は “ デザインは基本的に概念や計画、
発想などの創造的な可視化に関連するものである ” と定義している。また、Utterback, et al.（2006）は機能と形
態（カタチ）を一体化するイノベーションを広くデザインと述べている。さらにラインメラ ･ 米倉（2007）は、
競争優位に影響を与えるものであり、“ 企業と消費者の間にある不断のコミュニケーション ･ プロセス ” と捉え
ている。
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5 ．応用美術とは “ 実用に供され、あるいは、産業上利用される美的な創作物 ” のことをいう（著作権制度審議会答
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